
学校再開に向けて コロナ感染拡大防止対応（保健関係） 

R2.６月 

【コロナ感染予防の指導】各教室で 6月１日に実施 

・生活指導部作成のパワーポイント使用。（具合の悪い人、欠席者に対し差別的な言動は絶対にしない。） 

〇間をあける（２メートル）…・座席 間をあけて配置 

              ・会話 近くで大声で話さない 

              ・並ぶ 間をあけて並ぶ。 

              ・遊び・体育 人と接触しない 

              ・物の貸し借りをしない  

〇手洗い 石けんをつけて手を洗う（３０秒以上） 

〇咳エチケット・マスク着用 

 

【マスク】 

・学校では、原則マスク着用とする。（校庭遊び、体育の授業、給食喫食中はマスクを外してよい） 

・ランドセルの中に、予備を入れておくように指導する。（６月１日に区からの布マスク１枚配布） 

・マスクのごみは持ち帰らせる。（ビニール袋などに入れて） 

・忘れた場合は布マスクを貸し出す。（洗濯して返却⇒消毒し保管） 

・気温が 30℃前後になると、熱中症を発症する恐れがあります。気温が高い日や暑苦しさを感じるとき、

体育の授業ではマスクを外させる。その際は向かい合う活動は避け、適切な距離を開ける。 

※熱くなると鼻出血が増えます。予備のマスク持参についてお声かけください。 

 

【教室のごみ】児童による清掃なし 

・ごみ箱にはビニール袋をかけ、ふたをしておく。（★ふた…作ってくださいました(^^)/） 

・担任がビニール袋をしばった状態で捨てる。 

 

【換気】 

・教室は、常時２方向開放しておく。前半後半の児童入れ替わり・下校後は必ず換気する。 

 

【飲料水】 

・冷水器は使用しない。水道は可。 

・水筒持参（自分用、毎日持ち帰り。中は水かお茶、経口保水液やスポーツドリンクも可）学校メールで

周知 

 

【手洗いについて】 

・こまめな手洗いを徹底する。 

 登校時、給食の前後、外から教室に入る時、トイレの後、専科教室を使う前と後 体育の授業後など 

・多くの児童の触れる場所や共用の教材、教具、情報機器などを適切に消毒するとともに、触る前後で手

洗いを徹底する。 

・ハンカチは毎日清潔なものを持参する。貸し合う、共用はしないよう指導する。 

 

 

 



【消毒】消毒用エタノール、次亜塩素酸ナトリウムなど 

・教室…多くの児童が手で触れる場所（ドア、スイッチなど）下校後、担任が消毒する。 

    消毒薬は保健室に保管 

・トイレ・手すりなど…主事さんに消毒を依頼。 

・手指消毒薬…各階に設置（原則大人用） 

 

【体調不良者の対応】 

・保健室内をパネルで仕切り、けが来室者と体調不良者の接触を避ける。 

けがの来室は、職員室側のドア、発熱や体調不良の来室者は、体育館側のドアを出入口とする。 

・小さいけが等については、できるだけ教室で対応をお願いします。 

・体調不良については、教室で必ず検温する。使用した体温計はアルコール消毒する。 

・発熱や体調不良の場合は、できるだけ早く保護者に引き渡し、早退とする。 

・保護者の迎えを待つ間は、発熱児童は（別室）で待機。 

・発熱児童が複数いる場合には、（別室）をパネルで仕切り、児童同士の接触を避ける。  

・養護教諭が対応できない場合には、授業のない教員が対応にあたる。 

 

【給食について】 6月 5日（金）に教職員の給食・アレルギー研修を実施します。 

・全員が、配膳前に石けんでの手洗いを行う。 

・机は前向きにして食べる。（机を向かい合わせ等にしない） 

・給食当番は、配膳中必ずマスクをする。 

・配膳中は、当番（運び係）がおぼんに乗せて運ぶ。当番以外は席に座り、静かに待つ。運び係が運んで

来たら、食べる人が自分でお皿を取る。（運び係はおぼんしか触らない） 

・給食当番は、お皿の縁を持たないようにする。 

・食事中は会話を控える。 

・片づけは、自分の分は自分で行う。（友達と重ねて運ぶなどはしない） 

・全員が、給食後に石けんでの手洗いを行う。 

〇牛乳パックリサイクル 

自席で開く→当番が手袋をして全員分水道で洗う→かごで乾燥 


